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１．はじめに  

超高強度繊維補強コンクリート（UFC）が実用化し

ているが、異形鉄筋は原則使用しないこととなって

いる。また、プレキャストとした場合も適切な接合

方法がないため UFC の強度は設計に反映されないこ

とが多い。 

一方、強度は UFC に比べて若干低いものの、シリ

カフュームから細骨材に至るまでの粒度調整によっ

て、高強度、高靱性、高耐久を特徴とする高強度繊

維補強コンクリート（UPC）１）が景観製品を中心に          図-1 接合方法 

実用化している。これを RCとして用いる時の特徴

特長には、鉄筋の基本定着長が、従来のコンクリー

トの 1/4以下となることがある。 

本研究では、鉄筋及びコンクリートの強度を伝達

できるプレキャスト部材の嵌合継手構造について

実験的に検討した。なお、実験では、埋設型枠や補        図-2 載荷試験用供試体 

強用パネルを想定した。 

２．実験の概要 

対象とした接合方法は、図-1に示すような嵌合構造

である。試験は、図-2に示すように、UPC製のプレキ

ャスト部材を引張側の埋設型枠として用いた梁供試

体について、接合部を等曲げ区間のスパン中央とした    写真-1 予備実験に用いた UPC 埋設型枠 

2 点載荷とした。なお、比較のために、一体打ちコンク

リート梁についても実験を行った。 

３．予備実験  

使用したUPC埋設型枠は、写真-1に示す通りである。

荷重‐中央変位関係は、図-3に示す通りであり、写真-2

に示すように、鉄筋降伏後、後打ちコンクリートがひび

割れ、その後接合部と後打ちコンクリートが剥離した。

接合部は、引張力の偏心から凹側の端部Ａがはらみ出し、

継手としての機能が喪失した。接合部で剥離したのは、

接合部の隙間に間詰めしたエポキシ樹脂の弾性係数が

小さいことから、嵌合部に回転が生じたことによると考

えられる。                       図-3 荷重－中央たわみの関係 
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写真-2 予備実験破壊状況 

４．本実験の概要 

本実験では、嵌合部の隙間に剛性の高い UPC（繊維無）を流し      表-1 供試体概要 

込んで嵌合部の回転を抑制し、プレキャスト部材の主鉄筋を写真

-3 に示すように立ち上げて剥離を抑制するように変更した。実験

に用いた供試体の概要は、表-1に示す通りの 6体である。 

写真-4 および 5 は、接合部以外の母材部で破壊した No.1 およ

び No.4 の破壊の様子である。鉄筋降伏後に、後打ちコンクリー

トの曲げひび割れ、プレキャスト部材のひび割れが発生し、圧縮破壊とプレキ

ャスト部材の母材部の破断が生じた。図-3に示した荷重‐たわみ関係では、た

わみが 25mm 程度までは、プレキャスト型枠を用いた方が、一体打ち（No.5）

よりも、大きな耐荷力示している。その耐力増加の程度は、UPC の引張強度

を 10N/mm
2 と仮定して等価応力ブロックを用いて計算した曲げ降伏耐力の差

とおおむね一致している。耐荷力の増加は、UPC 自体が綱繊維補強コンクリ

ートであるため、ひび割れ発生後も引張力を受け持つことによるが、ひずみが 写真-3 接合部鉄筋の立上げ 

ある限界を超えると徐々に引張応力

が低下し、一体打ちに近づくと考えら

れる。 

一方、写真-6 および 7は、No.2 およ

び No.3 の接合部破壊の状況を示した

ものである。曲げ圧縮破壊が生じ、あ

たかも有効型さが小さくなり、接合部  写真-4 No.1 供試体の破壊状況  写真-5 No.4 供試体の破壊状況 

の回転で折れるように破断した。荷重   

‐たわみ関係では、5～7δyまで母材破

壊したものとほぼ同様の傾向を示した

ものの、桁高が小さかったためか接合

部に回転が生じると急激に耐荷力を失

った。 

５．まとめ              写真-6 No.2 供試体の破壊状況  写真-7 No.3 供試体の破壊状況 

 今回の実験の結果、嵌合構造という機械的な方法によって、鉄筋ならびにプレキャストコンクリートの引張

強度の全強伝達可能な高強度繊維補強コンクリート部材の接合が可能となることが明らかとなった。このこと

は、高強度プレキャスト部材の高耐久性のみでなく、強度まで有効に設計に反映できることを表している。 
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供試体№ 接合部厚さ 供試体幅
№1 50mm 200mm
№2 50mm 220mm
№3 55mm 200mm
№4 60mm 200mm
№5 一体打ち 200mm
№6 一体打ち 220mm
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